
 
 
 
 
 
 

院内感染 
対策だより 

 
 
 
 

第１９号 
平成１８年７月 

 
 
 

 
・院内感染対策ラウンド結果報告   
・ 家庭でできる食中毒予防６つのポイント  
 

 
 
 

院内感染対策チーム（ICT）発行 
 

 

 
 
 
 



 

 院内感染対策ラウンド結果報告  
 

6月 14日午後 1時 30分より、ひさびさの ICTによる院内感染対策ラウンドを行いました。 
今回はいつもと趣向を変え、環境の細菌の検出状況を調査しました。   
対象及び方法 
本来、細菌が検出されてはいけない場所を対象としました。今回は清潔部署にあるパソコン 15
台と聴診器 10 本について調査しました。病棟ナースステーション内と外来受付に設置されたパ
ソコンの表面を滅菌綿棒で拭き取り、それを生食水に懸濁しました。約 1時間放置後、遠心し沈
渣を血液寒天培地に塗布し培養しました。拭き取る場所は一番多くの人が触れると思われるマウ

スとテンキー、ENTERキーを中心に実施しました。聴診器は膜型面を血液寒天培地に 3ヵ所ス
タンプし培養しました。いずれも二晩培養したのち、3日目にコロニー数を調べました。 
 
 
結果 
部署（パソコン） コロニー数  聴診器 コロニー数 

1病棟 2階（Ⅰ） 1    A 50   
1病棟 2階（Ⅱ） 2    B 11   
1病棟 3階 3    C 59   
1病棟 4階 6    D 9   
2病棟 1階 0    E 19   
2病棟 2階 4    F 3   
2病棟 3階 4    G 4   
2病棟 4階 10    H 2   
内科 5    I 41   
外科 9    J 10   
薬局 119    平均 20.8  
内視鏡 6      
リハビリ 1      
透析 6      
救急室 68      
平均 16.3     
パソコン表面からは 1ヵ所のみ細菌陰性でした。聴診器は 10本すべてから細菌が検出され
ています。今回は検出菌の同定は行わず、コロニー数のみ調べました。 

 
 
考察 

 聴診器は健常な皮膚と接触し粘膜とは接触しないものです。しかし接触感染を起す可能性があ
り、アルコール清拭または速乾性消毒噴霧を行い清潔性を保ち使用すべきだと思います。首に聴

診器を掛ける行為は顔面に菌を近づけ衛生的とはいえません。また、今回のラウンドで感じたこ

とのひとつにパソコン上の埃です。特にキーボードの溝に多く見かけられました。多くの細菌は

乾燥により死滅しますが、MRSAを含むグラム陽性菌は比較的乾燥に強く静電気で埃に付着して
いると思われます。環境中の菌が人体に入り湿性を帯びて再び細菌として活動し始めます。もう

一度環境衛生の重要性を見直してみませんか？ 



ポイント①　食品の購入
○生鮮食品は新鮮なものを！消費期限の確認！
○肉や魚の汁はもれないようにﾅｲﾛﾝ袋に入れる
○生鮮食品を最後に買い、すぐ持ち帰る

ポイント④　調理
○手指をしっかり洗う
○台所を清潔に、タオルやふきんを清潔なものに交換する
○加熱料理は充分に加熱する

ポイント②　家庭での保存
○食品を扱う時は、手指をしっかり洗う
○冷蔵・冷凍品は、すぐ冷蔵・冷凍庫へ（詰めすぎ注意）
○冷蔵庫は10℃以下、冷凍庫-１5℃以下

ポイント③　下準備
○手指をしっかり洗う
○肉や魚の汁が、生で食べるものや調理済食品にかからないようにする
○生の肉や魚を切った包丁やまな板は熱湯をかけた後に再使用する
○冷凍食品を調理台に放置したまま解凍しない（解凍は冷蔵庫で）
○包丁、食器、まな板、ふきん、たわし、スポンジなどは、使用後、洗剤と流水でよく洗う

ポイント⑤　食事
○食卓につく前に、手指をしっかり洗う
○温かい料理は温かく（65℃以上）
　冷たい料理は冷たく（目安10℃以下）
○調理前、調理後の食品は室温で放置しない
（O157は室温でも15～20分で2倍になる）

ポイント⑥　残った食品
○残った食品は清潔な食器、容器に保存
○時間が経ちすぎたら思い切って捨てる
○残った食品を温め直す時は充分に加熱
　（目安は75℃以上）

　　　　　　　　≪入院患者様へ衛生管理のお願い≫

　　　　　　食中毒が発生しやすい時期です

　　栄養調理担当では、衛生管理には最善を尽くしております。
　　患者様におかれましても、充分に気をつけていただきますよう
　　お願いします。

　　１）食事の前には、十分な手洗いをしてください。
　　２）食事が終わられたら速やかに保温保冷車(配膳車)へお返し下さい。
  　　  また、検査等で食事が遅れた時は、配膳室の棚へお返しください。
 　　      ＊ 牛乳等は早く飲むようにして下さい。
　　（冷蔵庫を利用されても１～２日中に飲んで下さい。）
　　３) 外から持ち込まれた食品は､食べないようにしてください。
 　　   また、病院で出た食品は、外へ持ち帰って食べないで下さい。
                                             氷見市民病院栄養調理担当

入院患者様へ毎年6月にお出しするしおり



 
 
 
 
 
 

 
 

  
編  集  後  記 

  
４月から院内感染対策委員となり、わからないことばかりで戸惑いなが

ら、委員の方々や多くの方々にお教えいただき、そして助けていただきな

がら、何とかここまでやってきました。とりあえず、最初の対策だよりが

無事発行できて、ほっとしています。 

さて、現在院内で試用している「エタプラスゲルＡ」（ゲル状の速乾性

擦り込み式手指消毒剤）については、正式に導入されることとなりました。

ハンドクリーンと併用する形で、所属ごとに好きな方を使用していくこと

になりますのでよろしくお願いします。 
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